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１．はじめに 

韓国特許法第 92条(2)は、特許権存続期間の延長登録決定等を規定するものです。具体的には、

特許権存続期間の調整は、下記のように規定されています。 

 

【韓国特許法第 92条(2)】 

(1) 審査官は，特許権の存続期間の延長登録出願に関して第 91条(1)各号の 1に基づく拒絶理由を発見しないと

きは，延長を許可しなければならない。 

(2) 特許庁長は，(1)の延長の決定があるときは，特許権の存続期間の延長を特許登録簿に登録しなければならな

い。 

 
 

特許権存続期間の調整（以下、PTAという。）に係る制度は、米国との間の FTA（自由貿易協

定）の結果、2012 年に韓国において導入されました。PTA の対象となるのは、2012 年 3 月

15日以降にファイルされた全ての特許出願です（PCTに基づく国際出願の場合には、韓国国内

段階への移行日が 2012年 3月 15日以降の国内段階移行出願）。PTAに係る制度下では、韓国

特許庁における不当な遅延を補填するために特許権存続期間が延長されます。 

 

以下、特許権存続期間の調整について具体例を挙げて説明します。 
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